
令和 2 年度  卒業論文  

指導：遠藤歩先生  

 

 

 

 

 

 

 

大学生におけるノスタルジア喚起量と  

レジリエンス及び時間的展望との関連  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文学部 心理学科  学籍番号 NB7041 

氏名：山川美緒香  

 

 



 

 

目次  

 

問題  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1  

ノスタル ジアの 定義  ........................................... 1 

ノスタル ジアの 先行研 究  ......................................3  

レジリエ ンスの 定義  ........................................... 4  

レジリエ ンスと ノスタ ルジ アの関 連  ............................ 5 

時間的展 望の定 義  ............................................. 6 

時間的展 望とノ スタル ジア の関連  .............................. 8 

本研究の 意義及 び仮説  ........................................ 10 

目的  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11  

方法  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  12  

調査時期  .................................................... 12 

調査参加 者  .................................................12  

質問紙  ...................................................... 12  

 S o u th a mp t on  No s ta l g ia  Sca l e  (SNS )日本語版  ................. 12 

レジリエ ンス尺 度  .......................................13  

時間的展 望体験 尺度  ...................................... 14  

手続き  ...................................................... 14 

倫理的配 慮  .................................................. 14 



 

 

結果  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15  

記述統計  .................................................... 15 

相関分析  .................................................... 15  

重回帰分 析  .................................................20  

考察  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  28  

相関分析  .................................................... 28  

全体・男 性・女 性にお ける ノスタ ルジア 喚起量と  

レジリエ ンス及 び時間 的展 望との 相関  ....................... 28  

全体・男 性・女 性にお ける ノスタ ルジア 喚起後気 分 と  

レジリエ ンス及 び時間 的展 望との 相関  ....................... 29  

ノスタル ジア喚 起量及 び喚 起後気 分と各 尺度の相 関  ........... 30  

重回帰分 析  .................................................32  

HP 群・ H N 群・ L P 群・ LN 群にお ける  

レジリエ ンスと の重回 帰分 析  ............................... 32 

HP 群・ H N 群・ L P 群・ LN 群にお ける  

時間的展 望 との 重回帰 分析  ................................. 33  

総合考察  .................................................... 35  

引用文献  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  36  

謝辞  

 



1 

 

問題  

 

ノスタルジアの定義  

我々は 生 きてい く上で ，様 々な事 柄を記 憶しなが ら過ご してい る。 記

憶 とは ， 自身が 経験し てき たもの の表象 であり， 中でも 自己に 関す る記

憶である 自伝的 記憶 に は「 自分が どうい う人間か 」とい う情報 が多 分に

含 まれて いる。 それゆ えに 自伝的 記憶の 想起は自 己概念 の形成 を促 進す

るとされ てお り (R u b i n ,  Ra hha l ,  &  Poo n ,  1 99 8)，特にアイ デンテ ィテ ィの

確 立 が課 題であ る青年 期に おいて は，自 伝的記憶 の役割 が非常 に大 きい

ことが明 らかに なって いる （長峯 ・外山 ， 2 01 9）。  

自伝的記 憶に関 連した 概念 として 「 ノス タルジア 」 があ る。ノ スタ ル

ジ アは， 長峯・ 外山 （ 2 0 1 8）に よ って 「 ある過去 の出来 事を懐 かし く感

じ，感傷 的 （セ ンチメ ンタ ル ） な 気持ち になるこ と」と 定義付 けら れて

お り， ポ ジティ ブ感情 が優 勢であ りなが らネガテ ィブ感 情も同 時に 生じ

る複合感 情であ るとさ れて いる (Wi ld s ch u t ,  Se d i k id es ,  A rn d t ,  & R o u t led ge ,  

20 0 6)。 Da v i s（ 1 99 0） に よ れば ， この ノ スタ ルジ ア とい う 言葉 はギ リシ

ャ 語の n o s t o s（家へ帰る )と a l g ia（苦し んでいる 状態＝ 苦痛 ） に由 来し

ており， 故郷へ 帰りた いと 切なく 恋 い焦 がれると い った 意味合 いを 持っ

ていたと いう 。 この言 葉は スイス の医学 生であっ た J o ha nn es  Ho fe r によ

っ て 1 6 88 年に作ら れ， その後 1 8― 1 9 世紀にかけ て，医 学的も しく は神

経学的な 疫病を 指すも のと して使 用され てきた 。2 0 世紀の終 盤には 上述

した定義 のよう に ， 誰 しも が経験 しうる 感情の 1 つとし て 浸 透し ， ここ

15 年程度 の期間 に多く の心理 学的な 実証 的知見が 蓄積さ れ，栄養豊 富で

精神的な 活力を 提供す る「 心理的 リソー ス」とし て捉え られる よう にな

ってきて いる (Se d ik i de s  &  Wi l ds ch u t ,  2 01 7)。  
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近年にな ってノ スタル ジア 研究 は 益々盛 んになっ ている が，ノ スタ ル

ジアの分 類方法 につい ても 複数 提 唱され てきてい る 。 St e r n（ 1 9 92）は消

費者行動 や広告 研究の 流れ の中で ，ノス タルジア を「個 人的ノ スタ ルジ

ア」と「 歴史的 ノスタ ルジ ア」 の 2 つに 分類して いる。 前者は 個人 の記

憶すなわ ち自分 の過去 を理 想化す る感情 である と され ， 主にエ ピソ ード

記憶が深 く関わ ってい るの に対し ， 後者 は自分が 生まれ る前の 遠い 時代

や歴史上 の人物 に思い を馳 せ再現 された 過去を理 想化す ること を指 して

おり，意 味記憶 が基盤 になっ ている とい う。また ，B ak e r  &  K en ne dy（ 1 9 94）

は ，実 際に経 験した 過去 に対す る懐古 感 情である「実 体験ノ スタ ルジア 」，

間接的に 経験す る過去 に対 する懐 古感情 である「疑似 体験ノ スタ ルジア 」，

文化・民 族や世 代全体 の表 象とな る懐古 感情であ る「集 合的ノ スタ ルジ

ア」の 3 つに 分類し ている 。さ らに H av l ena  &  H o la k（ 1 9 96）は ，個 人的

経験か集 合的経 験かと いう 観点， 直接的 経験か間 接的経 験かと いう 観点

の 計 4 つを組み 合わせ て ，「 個人的 ノスタ ルジア 」「 対人的 ノス タルジ ア」

「文化的 ノスタ ルジア 」「仮想 経験ノ スタ ルジア 」の 4 分類を 提案し てい

る。なお ， 本研 究で扱 うノ スタル ジア は ，上述し た分類 の中で は個 人的

ノスタル ジアに 該当す るも のであ る。  

 ところ で，ノ スタル ジア の類似 概念と して「懐 かしさ 」 が存 在す る 。

「懐かし さ」は ， 広辞 苑 （ 新村 ， 2 0 1 8）にて「過 去のこ とを思 い出 して

慕わしく 思うこ と」と され ており ，辞書 的な意味 として は 「過 去を 思い

出して， それに 対し憧 れや 恋しさ などの 肯定的な 感情を 抱くこ と」 と解

釈可能で ある。 ノスタ ルジ アと「 懐かし さ」は同 義で扱 われが ちで ある

が ， 双方 には概 念的な 差異 がある ことが 示唆され ている 。 具体 的に は，

「懐かし さ」は ノスタ ルジ アと比 較して ポジティ ブな要 素が強 く， ネガ

ティブな 要素が 弱いと され る（ 菅原・ Te e・長峯・ Ta m i ls e lv an・宮川・杉
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江 ，2 0 18）。また ，ノス タルジ ア喚 起時に 経験され るアン ビバレ ント（両

価 的 ）な 感情が ，懐か しさ 喚起時 には経 験されに くい （ 長峯， 2 0 1 6）こ

とや，ノ スタル ジアが 喚起 される ことに よって自 己連続 性が高 まる とい

う 結果 （ Sed i k i de s ,  Wi l d sc hu t ,  R o u t le dge ,  & A rn d t ,  20 1 5）が，懐 かしさ 喚

起時には 示され ない （ 津村 ， 2 0 15）こと など が挙 げられ ている 。こ の差

異 に対し 津上 （ 2 0 0 9）は， 感性史 の観点 から「懐 かしさ 」はノ スタ ルジ

アと比べ て「感 傷的」 な要 素に欠 けてい ることを 指摘し ている （長 峯・

外 山 ， 2 0 1 9）。  

 

ノスタルジアの先行研究  

 これま での先 行研究 で， ノスタ ルジア は数多く の適応 的機能 を持 つこ

と が 実 証 的 に 示 さ れ て き た （ 長 峯 ・ 外 山 ， 2 01 9 ）。 主 要 な 機 能 と し て

Se d i k ide s ,  Wi l d sc hu t ,  Gae r t mer,  Ro u t le d ge ,  &  Ar n d t（ 20 0 8）は，「 ポジ ティ

ブ 感情 」，「 自己 肯定感 の維 持・向 上 」，「 社会的絆 の強化 」，「人 生の 意味

付 け 」の 4 つを 挙げ ている 。こ れ らの根 幹には本 来性 （ 自己の 内的 な側

面への意 識・理 解：Ke r ni s，2 0 03）の向上 があり，ノスタ ルジア 喚起に よ

り「自分 らしさ 」を高 く認 知する ことに よって諸 機能に 寄与し て い ると

考 え ら れ る 。 他 に も ， ス ト レ ス に 対 す る コ ー ピ ン グ と し て 機 能 す る

(Ba tc ho ,  2 0 13)，向社会 的行動 が促進 され る (S te p ha n ,  Wi ld sc h u t ,  Se d ik i de s ,  

Zh o u ,  He ,  R o u t le dge ,  C he un g  &  Vin ge rh oe t s ,  2 01 4) ,  we l l - be i ng が向上 する

(Ba l dw i n ,  B ie rn a t ,  &  L an da u ,  2 01 5) ， 社 会 的 コ ン ピ テ ン ス が 高 ま る

(Wi l ds ch u t  e t  a l . ,  2 00 6)， 死 へ の 恐 怖 が 低 減 す る ( J u h l , R ou t le d ge ,  Ar nd t ,  

Se d i k ide s，&  Wi ld sc h u t ,  2 0 11)などの効果 がみられ ること が明ら かに なっ

て いる。  

 上述し た効果 に加え ，ノ スタル ジアに は，ネガ ティブ な心理 状態 にお
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いて喚起 され， その状 態を 修復す る機能 があると いうこ とも知 られ てい

る。すな わち， 精神的 健康 や心理 的な we l l - be i ng を脅か すもの に対す る

「 バッフ ァーと しての 機能 」 があ るとみ られてい る。 回 避動機 づけ と 接

近 動機づ けを取 り上げ て，修復 機能 を検 討した S t e p ha n  e t  a l .の実験（ 2 0 14）

では，回 避した い将来 の出 来事 5 つを想 起させる ことに より回 避モ チベ

ーション を高め る操作 を施 した実 験群に おいては ，通常 もしく は好 まし

い出来事 を想起 した統 制群 と比較 し，回 避モチベ ーショ ンが高 まり ，状

況的なノ スタル ジアが 喚起 されて いた。 この結果 は， 回 避モチ ベー ショ

ンの上昇 という ネガテ ィブ な心理 状態に よ りノス タルジ ア喚起 が誘 発さ

れたこと で ，接 近モチ ベー ション が高め られ 心理 状態を ポジテ ィブ な方

向へ修復 したこ とを示 唆し ている 。  

 

レジリエンスの定義  

 ノスタ ルジア には「 バッ ファー として の機能」 が備わ ってい ると 述べ

たが，類 似した 心理学 的な 概念と して「 レジリエ ンス」 が挙げ られ る。

レジリエ ンスと は，衝 撃的 なこと や損傷 ・障害な どから 回復す る力 もし

くは そ の 影響 に 耐え る 力と 定 義 され （ G a rme zy,  1 99 1）， レジ リ エ ント な

個人はト ラウマ ティッ クな 出来事 や好ま しくない 環境に さらさ れた 際に ，

最初は落 ち込み を経験 する が，そ の後の 過程にお いては 長期に わた り安

定し て健 康的 な 機能 を示 すこ と が特 徴的 であ ると され て いる （ B o na n no ,   

20 0 4）。  

 国内外 の先行 研究を レビ ューし ，平野 （ 2 01 0）はレジ リエン スの 持つ

個人要因 を「資 質的レ ジリ エンス 要因」 と「獲得 的レジ リエン ス要 因」

の 2 種類に分類 してい る。 前者は 生得的 な関連が 強 く ， 楽観性 ，統 御

力，行動 力，社 交性の 4 因 子から 成 る要 因である のに対 し ，後 者は 後天
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的に身に 付けや す く ， 問題 解決志 向，自 己理解， 他者理 解の 3 因子 から

成 る要因 とされ ている 。こ れらの 個人要 因はいず れも， 心理的 適応 感や

自尊心等 の精神 的健康 と正 の関連 がある ことが示 されて いるほ か

(Co n no r  &  D av i d so n ,  2 0 03 )，近年で は「 過去の経 験」に フォー カス を当

て，青年 期のレ ジリエ ンス に与え る影響 を示唆す る研究 も盛ん に行 われ

ている。 一例を 挙げる と， 浅沼（ 2 0 1 2）は，過去 の承認 経験が レジ リエ

ンスの多 くの側 面に影 響す るとし ており ， 女性に おいて は受容 経験 の及

ぼす影響 が大き いと述 べて いる。 また， 三島（ 200 8）は過去に いじめ

られた経 験を有 する青 年は ，不適 応感が 強く なる ことを 示して いる 。以

上のよう に，過 去の経 験， 特に他 者から 受け入れ られた り認め られ たり

という対 人的な 経験は ，現 在の個 人のレ ジリエン スに何 らかの 正の 影響

を及ぼし ，過去 に他者 との 間でい じめな どの傷付 きを経 験する こと は，

現在のレ ジリエ ンスに 何ら かの負 の影響 を及ぼす と想定 されて いる 。  

 

レジリエンスとノスタルジアの関連  

 ノスタ ルジア とレジ リエ ンスの 関連に ついては ，孤独 感がレ ジリ エン

ス を 介 し て ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト の 知 覚 を 高 め る 過 程 に つ い て 検 討 し た

Zh o u,  Se d i k ide s ,  Wi l d sch u t ,  &  G ao（ 2 0 08）の研究 で述べ られて いる 。こ

こでは， 孤独感 がノス タル ジアを 喚起す る程度が ，レジ リエン スに よっ

て異なる ことを 示して いる 。すな わち， レジリエ ンスの 高い人 は低 い人

に比べて ，孤独 感が高 まっ たとき にノス タルジア がより 高く喚 起さ れや

すく，喚 起され たノス タル ジアに よりソ ーシャル サポー トの知 覚が 高め

られると いう 。つま り ，ノス タルジ アは日 常の中で 孤独感 が高ま った 際，

親しい人 からの ソーシ ャル サポー トをも らうなど 有効な 対策が 即座 に取

れない場 合の代 替案と して も機能 すると いうこと である （三宅 ， 2 0 1 8）。 
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時間的展望の定義  

 青年期 におけ る アイ デン ティテ ィの確 立に重要 な役割 を果た すも のと

し て， 冒 頭にて 述べた 自伝 的記憶 想起の 他にも「 時間的 展望」 など が存

在する 。時間 的展望 とは ，「 ある一 定の時 点におけ る個人 の心理 的過 去お

よ び 心理 的 未来 につい ての 見解の 総体 (L ew in ,  1 9 51 /猪俣訳 ，1 9 79)」と定

義づけら れてお り，過 去・ 現在・ 未来の 広がり， 関連性 ，どの 程度 出来

事を想起 するの かなど の「 認知的 側面 =時間的展 望 」，過去 ・現 在・未 来

に対して どのよ うな感 情を 抱き ，どの よ うな評価 を行う かなど の「感情・

評価的側 面 ＝時 間的態 度 」，動機づ けにど のような 影響を 与える かな どの

「 欲求・動機 的側面 =時 間的志 向性 」の 3 つ が構成 要素で あると され てい

る （大石 ・岡本 ， 2 0 09）。  

時 間 的 展 望 に 関 す る 心 理 学 的 研 究 が 始 ま っ た の は 19 30  年 代 に 入 っ て

からとさ れてい るが， 今日 に至る までに 様々な領 域との 関連が 示さ れて

き た。 中 でも主 だった もの は，先 にも述 べた通り アイデ ンティ ティ の確

立，つま り自我 同一性 との 関連に ついて の検討で ある。 具体例 とし て ，

大 学生 2 8 5 人の時間 的関連 性と時 間的態 度 ，そし て 自我 同一性 地位 それ

ぞ れ の関 連につ いて検 討し た 都筑 （ 1 9 93） の研究 がある 。時間 的関 連性

の測定に は C o t t l e（ 1 96 7）のサー クル・ テスト， 時間的 態度の 測定 には

SD 法によ る時間 イメー ジ尺 度が作 成され て実施さ れた。4 つ の自我 同一

性地位を 比較し た結果 ，時 間的展 望のあ り方に差 異があ ること が明 らか

になった 。 まず ，時間 的関 連性に 関して ，高い地 位であ る同一 性達 成地

位とモラ トリア ム地位 の個 人は， 時間的 関連性が 高く未 来優位 展開 （未

来 志向的 ） であ った。 一方 ，時間 的態度 に関して は， 同 一性拡 散地 位の

個人は， 自分の 過去・ 現在 ・未来 のすべ てにおい て最も ネガテ ィブ にと

らえてお り，早 期完了 地位 は最も ポジテ ィブであ った。 同一性 達成 地位
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とモラト リアム 地位は ，そ の中間 であっ た。以上 のこと から都 筑は ，同

一性達成 地位の 個人は 未来 に対し て，最 も現実的 で計画 的 な態 度を 持っ

ていると 結論し ている （ 杉 山， 1 9 9 5）。  

 また近 年では ，時間 的展 望が個 人の立 ち直りや 耐久性 ，つま りレ ジリ

エンスと 関連し ている との 見解も 見出さ れている 。過去展 望・現在展 望・

未来展望 がそれ ぞれど のよ うに レ ジリエ ンスと関 連して いるの かに つい

て ，勝俣（ 1 9 9 5）は時間 的展望 につい て リボンモ デルを 構造化 し，過 去・

現在・未 来の関 係を示 した 。リボ ンモデ ルとは， 過去展 望，現 在展 望お

よび未来 展望の 3 つ の展開 の関係 をフィ ードバッ クとフ ィード フォ ワー

ドの考え 方を適 用しな がら 構造化 した時 間的展望 のモデ ルであ る。 それ

によると ，時間 的展望 の各 時制は 独立し ているの ではな く，現 在を 中心

に相補的 関係に あると いえ ，過去 や未来 をポジテ ィブに 評価す るこ とは

現在をポ ジティ ブに評 価す ること につな がると考 えられ る。した がって ，

時間的展 望の全 ての時 制が レジリ エンス と関連し ている ことが 推測 され

る。この リボ ン モデル を軸 として ，青年 期におけ る時間 的展望 とレ ジリ

エンスと の関連 を検討 した ものに 大石・ 岡本の研 究 （ 2 0 0 9）がある 。 こ

の研究は ， 大学生 11 6 名に対し ， 時間的 展望体験 尺度と レジリ エン ス尺

度 を用い た質問 紙にて 調査 を実施 したも ので ある 。結果 として 過去 ・現

在・未来 の時間 的展望 のそ れぞれ がレジ リエンス と正の 相関を 示し ，さ

ら に クラ スター 分析を 行っ たとこ ろ，「 展 望高群 」，「未来 高群 」，「 過去高

群」の 3 群が 見出 された 。「展望 高群 」は ，過去・現在・未来 のすべ てに

対して肯 定的な 時間的 展望 を持つ という 特徴を有 してい る。 過 去を 受容

して現在 に充実 感を感 じ， 未来に 希望と 目標を持 ち，そ れらが 現在 に統

合されて いる人 で， 3 群の 中で最 もレジ リエンス が高い という こと が明

らかにな った 。「未 来高群」は ，未 来に対 して肯定 的な時 間的展 望を 持つ
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傾向にあ るが， 現在・ 過去 に対し 否定的 な時間的 展望を 持って いる 。つ

まり，過 去や現 在と切 り離 れた目 標や期 待を持ち ，現実 的な未 来を 展望

すること を回避 してい る 人 である ことが 予想され る。「過去 高群」は ，未

来 と現在 に対し て否定 的な 時間的 展 望を ，過去に 対して 肯定的 な時 間的

展望を持 って お り，過 去の 自分が 現在の 自分につ ながっ て いる 感覚 を得

ていない ため， 自分の 存在 を過去 からの 連続性の 中で捉 えるこ とが でき

ていない 人だと 考えら れる （大石 ・岡本 ， 2 00 9）。  

 

時間的展望とノスタルジアの関連  

 大石・ 岡本の 研究よ り， 各時間 的展望 に対した 個人の 態度や 評価 は異

な る とい う こと が伺え るが ， その 要因と なる概念 は複数 存在す ると され

て いる。 その 一 例とし て， 未来へ の評価 がノスタ ルジア によっ てポ ジテ

ィ ブ に 形 成 さ れ る こ と を 示 し た C h e u ng ,  Wi ld sc h u t ,  Sed i k i de s ,  He pp e r ,  

Aru d t ,  &  Vi nge rh oe s t（ 2 0 13）の 研 究が挙 げられる 。過去 ・現在 ・未 来と

い う 3 つの時間 的展 望の中 でも， 特に未 来展望へ フォー カスを 当て たも

のである 。 C h eu n g  e t  a l .  は，未来 への肯 定的な志 向性と して楽 観性 を取

り上げ， ノスタ ルジア と楽 観性に は関連 があると して複 数の研 究を 行っ

た。その 結果， ノスタ ルジ アに関 するナ ラティブ には楽 観性に 関す る記

述が多く 含まれ ること ，ノ スタル ジアの 経験によ って楽 観性が 向上 する

こと，ノ スタル ジアと 楽観 性の向 上との 関連は， 自尊感 情の向 上に よっ

て媒介さ れるこ とが示 され た。ノ スタル ジックな 出来事 によっ て自 己が

「価値の ある存 在」だ と認 識でき るよう になった 結果， 未来を 肯定 的に

捉えられ るよう になっ たの ではな いかと C he un g  e t  a l .  は考察し ている 。

ま た， ノ スタル ジアを 感じ ること で 未経 験のアク ティビ ティへ の挑 戦や

新 し い 人 間 関 係 構 築 へ の 積 極 性 に つ な が る こ と も 明 ら か に さ れ て お り
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(A be y ta ,  R o u t le dge ,  J uh l , I ye r ,  &  Je t te n ,  2 01 5)，自身の未 来をポ ジテ ィブ

に捉えら れるよ うにな るだ けでな く，未 来をより 良いも のにし よう とす

る動機づ けも生 じると いう ことを 示唆し ている。  

 同様に ， 未来 展望の 形成 に影響 する要 因として ノスタ ルジア を取 り上

げ た 長 峯 ・ 外 山 （ 2 0 1 9） の 研 究 が あ る 。 こ の 研 究 は ， 大 学 生 4 4 名 を

ERT(Eve n t  Re f lec t i on  Ta s k :  Se d i k i de s ,  Wi l d sc hu t ,  A r nd t ,  He p pe r  e t  a l ,  20 1 5）

を用いて ノスタ ルジア 喚起 群と日 常喚起 群 （統制 群 ） へ ランダ ムに 振り

分け，喚 起後の 未来 展 望の 程度に 差がみ られるか どうか 検討し たも ので

ある。ま たその 際，未 来展 望の群 間差を 本来性に よって 説明可 能か も検

討を行っ た。実 験の結 果， 未来ポ ジティ ブおよび 未来ネ ガティ ブの 得点

を 従属変 数とし た t 検定に よって いずれ も群間差 が有意 であ る こと が示

さ れ ，未 来ポジ ティブ に関 しては ノスタ ルジア群 の得点 が統制 群の 得点

よりも高 く，未 来ネガ ティ ブに関 しては ノスタル ジア群 の得点 が統 制群

の得点よ りも低 かった 。ま た，未 来ポジ ティブお よび未 来ネガ ティ ブを

従属変数 とし， ブート スト ラップ 法によ る媒介分 析を行 った結 果， 本来

性の間接 効果は 双方と も有 意であ った。 これら の 結果は ，ノス タル ジア

を 経験し た実験 参加者 は， そうで ない実 験参加者 よりも 未来に 対し てポ

ジティブ な感情 を抱い てお り，ネ ガティ ブな感情 を抱い ていな かっ た と

いうこと を示唆 してい る。 また， ノスタ ルジアの 喚起に よって 本来 性が

高 ま るこ とで， 未来に 対す る態度 が形成 されると いうプ ロセス も明 らか

になった 。ノス タルジ アの 適応的 機能に 関する文 面でも 触れた よう に ，

本来性の 向上は ， 自己 の内 的側面 に対し て の肯定 ，社会 的なつ なが りや

存在意義 の 認識 ，これ まで の出来 事の振 り返りや 意味付 け行為 等に つな

がるため ，自己 のある べき 姿や目 標が鮮 明になり ，未来 に対し ての 態度

がポジテ ィブに なるの だと 考えら れる。  
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上述した 多様な 研究か らも 伺える ように ， ノスタ ルジア という ， 過 去

を振り返 って感 傷に浸 ると いう一 見後ろ 向きにも 思われ るよう な 体 験は ，

「確固た る自分 」を見 つけ るとい ったア イデンテ ィティ 確立の 助長 にな

っ たり， 未来に 対する 肯定 的な態 度や動 機づけを 生み出 したり と， 我々

に とって 重要且 つ 欠く こと のでき ないも のである と解釈 可能で あろ う。  

 

本研究の意義及び仮説  

 これま でに述 べた通 り ノ スタル ジア は ， 本来性 の 向上 によっ て様 々な

適応的機 能を持 ち，レ ジリ エンス や時間 的展望な ど諸概 念との 関連 があ

ることも 示され てきた 。 し かしな がら， ノスタル ジアに 関する 近年 の研

究は，ノ スタル ジア状 態を 喚起し た上で その機能 や性質 を明ら かに する

と いう 類 似内容 のもの が 多 く，海 外での 研究と比 較する と 未だ 検討 され

て いない 領域が 大多数 を占 めてい る 。ま た， 長峯 ・外山 （ 2 0 19）が 行っ

た ような E RT を用いた もの， 所謂実 験 室的研究 は多数 存在し てい る が ，

日常的な ノスタ ルジア 喚起 量に関 する研 究はほと んど存 在して いな い。

さらに別 の観点 から考 える と， 先 行研究 の限りで はノス タルジ ア喚 起後

は前向き な気分 やプラ ス感 情につ ながる という知 見が大 半であ るが ，抑

うつ傾向 の高い 者，過 去に 対し 否 定的な 者はかえ って落 ち込み やマ イナ

ス感情が 生まれ てしま うの ではな いだろ うか。  

そこで， 本研究 では， 青年 期 にお いて ノ スタルジ アを感 じる頻 度 （ ＝

ノスタル ジア 喚 起量 ） にど の程度 個人差 があるの か， 喚 起後は 総合 的に

ポジティ ブ な気 分・ネ ガテ ィブ な 気分の どちらに なるの か （＝ ノス タル

ジア喚起 後気分 ） を検 討す る。 ま た，喚 起量 と喚 起後気 分が ， レジ リエ

ン ス 及び 時間的 展望， 特に 未来展 望と そ れぞれ関 連があ るのか も検 討す

る 。研究 の 詳細 な 過程 とし ては， まず 全 体・男性 ・女性 におけ るノ スタ
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ルジア喚 起量 と 喚起後 気分 につい て ，そ れぞれ レ ジリエ ンス及 び時 間的

展望との 関連を 分析す る。次に，ノスタ ル ジア喚起 量高群・低群 の 2 群，

喚起後ポ ジティ ブ 群 ・ ネガ ティブ 群の 2 群を掛け 合わせ た計 4 群に 分類

したのち ， レジ リエン ス 及 び未来 展望と の 関連を 考察す る。  

仮 説 と し て ， 人 そ れ ぞ れ 過 去 の 経 験 や 捉 え 方 ， 重 要 性 は 異 な る た め ，

それらを 思い出 す頻度 は個 人によ ってば らつきが あるこ とが予 想さ れる 。

ま た， 喚 起量の 高低に 関わ らず， 喚起後 気分 はポ ジティ ブ・ネ ガテ ィブ

双方に一 定数分 かれる こと が想定 される 。喚起後 ポジテ ィブ群 は レ ジリ

エンスが 高く， 大石・ 岡本 （ 2 0 09）の研 究結果よ り未来 展望も 同様 に高

いのでは ないか と推測 でき ，対照 的に， 喚起後ネ ガティ ブ群は レジ リエ

ンスが低 く未来 展望も 同様 に低い のでは ないかと 推測で きる。 また ，レ

ジリエン スと未 来展望 双方 が一番 高くな るのは， 喚起量 が多く さら に喚

起 後ポジ ティブ になる 群で あると 予想さ れる。 理 由とし て， 喚 起後 にポ

ジティブ になる という こと は，ノ スタル ジア喚起 により 本来性 が向 上し

ている故 である 可能性 が高 く， 加 えてそ の頻度が 多い こ とは， 自分 を振

り返る時 間や一 貫性獲 得 機 会の増 加につ ながる 可 能性が 高いか ら で ある 。 

以上の 仮 説 を踏 まえ， 青年 期の中 でも特 にノスタ ルジア 喚起の 盛ん な

大学生に 対象を 絞り ，レ ジリエ ンス及 び 時間的展 望との 関連を 検討 する 。 

 

目的  

 

 本 研究では ， 大学 生 の日 常にお けるノ スタルジ ア喚起 量 と喚 起後 気分

が，レジ リエン ス 及び 時間 的展望 （特に 未来展望 ）の そ れぞれ とど のよ

う に 関連 するの か につ いて 検討す る。  
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方法  

 

調査時期  

 2 0 20 年 11 月 7 日から 11 月 1 4 日まで の，計 7 日間実 施した 。  

 

調査参加者  

 関 東の私立 大学に 在籍し ている 男女 9 1 名（うち 男性 3 9 名，女 性 5 2

名）を対 象に ， オンラ イン 上で 調 査を実 施した。 回答の 不備は なか った

た め， 統 計学的 には得 られ た全員 分のデ ータを用 いた。 この調 査の 平均

年 齢は 2 1 . 59 歳，標 準偏差 は 0 . 77 歳であ った。ま た，男性の 平均年 齢は

21 . 69 歳，標準 偏差は 0 . 8 0 歳であり， 女 性の平均 年齢は 2 1 . 52 歳，標 準

偏 差 は 0 . 75 歳で あった 。  

 

質問紙  

以下の質 問紙を 作成し ，調 査を実 施した 。 質問紙 は イン フォー ムド ・

コンセン トの役 割を担 う 教 示文 と ，性別 と年齢を 記述し てもら うフ ェイ

スシート に加え ， 後述 した 3 つの 尺度か ら構成さ れた。  

So ut ham pt o n No s ta l g i a  Sca le  (SN S)日本語版  個人の 日常に おけ るノ

スタルジ アの喚 起量を 測定 するた めに使 用した。R o u t le d ge が作成し た尺

度を長峯 ・外山 （ 2 0 19） が 日本語 に翻訳 したもの で，全 5 項 目から 構成

さ れる。 信頼性 につい ては ，項目 1「あ なたは， どのく らいの 頻度 でノ

スタルジ ア を経 験しま すか 」（ α＝ .9 3）， 項目 2「あなた はどの くら い，

ノスタル ジック な気持 ちに なりが ちです か」（ α＝ .9 4）， 項目 3「一 般的

に，あな たはど のくら いの 頻度で ノスタ ルジック な経験 を思い 出し ます

か 」（ α＝ .9 3）， 項目 4「具 体的 に ，あな たはどの くらい の 頻度 でノ スタ
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ル ジック な 経験 を思 い 出 し ますか 」（ α＝ .8 4），項目 5「 ノスタ ルジ ック

な 経 験 を 思 い 出 す こ と は ， あ な た に と っ て ど の く ら い 重 要 で す か 」（ α

＝ .62）と十 分な値 が得 られ， 高い内 的 整合性が 示され ている 。 回 答は ，

項 目 1 に関して は「 1:めっ たに経 験しな い」から 「 7:かなり頻 繁に 経験

する」，項目 2 に 関して は「 1:全くな りが ちでない 」か ら「 7:非常に なり

がちであ る」，項目 3 に 関して は「 1:めっ たに思い 出さな い」から「 7:か

なり頻繁 に思い 出す 」，項目 4 に関 しては「 1:年に 1 ,2 回」から「 7:1 日

に 1 回」，項目 5 に関し ては「 1:全く 重要 でない」から「 7:非常に重 要で

ある」と いうよ うにそ れぞ れに対 して 7 件法で 尋 ねた。 加えて ，ノ スタ

ルジア喚 起後 気 分を測 定す るため ，独自 に「ノス タルジ ックな 経験 を思

い出した 後，あ なたは 一般 的にど のよう な気持ち になり ますか 」と いう

質問を設 け，「 1:ネガティ ブな気 持ちに な る」から「 7:ポジ ティブ な気持

ちになる 」の 7 件法 で尋ね た。 教 示文は 「次の各 質問に ついて ，下 記の

注意書き をよく 読んだ うえ で，自 分にも っともよ く当て はまる とお もう

数字をそ れぞれ 選択し てく ださい 」とし た。注意 書きに は， 調 査参 加者

が 「ノス タルジ ア」と いう 言葉を 知らな い可能性 を考慮 し，項 目の 提示

前に定義 的な説 明 とし て「 ※ノス タルジ ア＝ある 過去の 出来事 を懐 かし

く感じ， 感傷的 （セン チメ ンタル ）な気 持ちにな ること 」と記 した 。  

レジリエ ンス 尺度  個 人 の レ ジ リ エ ン ス に つ い て 測 定 す る た め に 使

用した。 石毛・ 無藤 （ 2 0 0 5）が作 成した もので， ネガテ ィブな 心理 状態

を立て直 すため に他者 との 関係を 基盤に しようと する心 性を表 す「 関係

志 向性 」（ 6 項目 ）， 自 分の 判断や 行動を 見直そう とする 心性で ある 「内

省 性」（ 7 項目 ），物 事をポ ジティ ブに考 える傾向 を表す 「楽観 性 」（ 4 項

目 ），困難 に対し て音 を上げ ず自ら 取り組 もうとす る態度 である「 遂行性 」

（ 4 項目）の 4 つ の下位 尺度 ，計 2 1 項目 から構成 される 。各下位 尺度の
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信 頼性 は「 関 係志向 性」（ α＝ . 8 6），「 内省性 」（ α＝ . 7 7），「 楽観性 」（ α＝ . 7 5），

「遂行性 」（ α＝ . 7 8）と比較的 高 い 整合性 が 確認さ れてい る。回答 は ，「 1 :

全く当て はまら ない 」 から 「 4 :よく当 て はまる」 の 4 件法であ った 。  

時間的展望体験尺度  個人の時 間的展 望 ，特に 未来展 望を測 定する た

めに使用 した。 白井 （ 1 9 9 4;19 9 7）が作 成したも ので ，「未 来指 向性 」（ 9

項 目 ），「 現在充 実」（ 4 項目 ），「過去 受容 」（ 5 項目 ） の 3 つの下 位尺度 ，

計 18 項目 か ら構成 され る。各下 位尺度 の 信頼性 は「 未来指 向性 」（ α＝ . 9 0），

「現在充 実」（ α＝ . 8 1），「 過去受 容」（ α＝ . 74）と十 分な 数 値が得 られ，内

的整合性 が示さ れてい る。回答は ，「 1:全 く当ては まらな い」から「 5:と

ても当て はまる 」の 5 件法 であっ た。  

 

手続き  

 インター ネッ ト上 の，無 料で アン ケー ト作成 が可 能な G oo g le フォー

ム（ G oo g le 社）にて 上述し た質問 紙を 作 成し，サ イトの U R L を参加者 に

送 信 し回 答して もらう こと で 調査 を実施 した。  

 

倫理的配慮  

 質問紙調査 を実施 するに あたり ， 調査 参加者に 対して ，調査 への 参 加

は任意で あり， 参加の 可否 や回答 の有無 によって 参加者 自身に 不利 益が

生じるこ とは無 いと 伝 えた 。 調査 自体は 匿名で行 う上 ， 本調査 以外 の目

的では使 用 しな いこと を明 記した 。また ， 得られ たデー タは数 値化 され

たのち統 計処理 される ため 個人が 特定さ れること はない こと， 調査 デー

タは調査 者が厳 重に管 理す るため 個人情 報の外部 漏洩は ないこ とを 示し ，

同意を得 られた 参加者 に対 して調 査を実 施した。  
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結果  

 

本研究で は， 大 学生 の 日常 におけ るノス タルジア 喚起量 と喚起 後気 分

が，レジ リ エン ス及び 時間 的展望 （特に 未来展望 ）のそ れぞれ とど のよ

う に 関連 するの かにつ いて 検討し た。   

 

記述統計  

まず，大学生 9 1 名から 得られ た回答 にお いて，各尺度 を構成 する因 子

ごとの項 目平均 と標準 偏差 につい て ，全 体 ・男性 ・女性 のそれ ぞれ を算

出 した（ Ta b le  1）。な お，時 間的展 望体験 尺度に逆 転項目 があっ たた め，

分析開始 前 に S P S S 内で処 理を施 した 。  

 

Tab l e  1  

各尺度の 平均値 と標準 偏差  

 

 

相関分析  

 ノ ス タ ル ジ ア 喚 起 量 と レ ジ リ エ ン ス 及 び 時 間 的 展 望 と の 関 連 を 検 討

するため に，全 体と男 女別 の相関 分析を 行った (Ta b le  2， Ta b le  3， Ta b le  

4)。そ の結果 ，全体に おける「喚 起量 」は，「レジ リエ ンス 」と の 相関は

みられな かった が，「 時間的 展望 」と は弱 い負の相 関 ( r＝ -.2 1,p<.0 5)が

平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

喚起量 4.14 1.58 3.93 1.59 4.30 1.58

ノスタルジア 重要度 4.32 1.72 4.21 1.88 4.40 1.61

喚起後気分 4.21 1.65 4.33 1.63 4.21 1.68

関係志向性 3.17 0.91 3.01 0.97 3.29 0.84

内省性 3.34 0.75 3.30 0.80 3.36 0.72

楽観性 2.73 0.97 2.84 1.02 2.64 0.93

遂行性 2.95 0.82 2.94 0.89 2.96 0.77

未来指向性 3.29 1.27 3.24 1.30 3.33 1.24

時間的展望 現在充実 3.25 1.23 3.11 1.19 3.35 1.26

過去受容 2.72 1.24 2.66 1.29 2.77 1.19

　　全体（n＝91） 　　男性（n＝39） 　　女性（n＝52）

レジリエンス
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み られた 。男性に おける「喚 起量 」は ，「 レジリエ ンス 」と の相関 はみら

れ ず，「 時間 的展望」 とは弱 い負の 相関 ( r＝ -.3 9,p<.05)がみられ た。女

性におけ る「 喚起 量」は，「レ ジリエ ンス 」と「時 間的展 望」の双方 とも

相関はみ られな かった 。また ，「 レジ リエ ンス 」と「時間 的展望 」との間

に は， 全体 におい ては 中 程度 の 相関 ( r＝ .51,p<.0 1)， 男性に おいて も中

程 度 の 相 関 ( r ＝ .4 9,p<.01) ， 女 性 に お い て も 中 程 度 の 正 の 相 関 ( r

＝ .56,p<.0 1)がみら れた。  

 

Tab l e  2  

全体にお ける喚 起量と ，レ ジリエ ンス 及 び時間的 展望と の相関  

 

 

Tab l e  3  

男性にお ける喚 起量と ，レ ジリエ ンス 及 び時間的 展望と の相関  

 

 

Tab l e  4  

女性にお ける喚 起量と ，レ ジリエ ンス 及 び時間的 展望と の相関  

 

喚起量 レジリエンス 時間的展望

喚起量 - .01 -.21*

レジリエンス -    .51**

時間的展望 -

**p < . 01，*p < . 05

喚起量 レジリエンス 時間的展望

喚起量 - -.77 -.39*

レジリエンス -    .49**

時間的展望 -

**p < . 01，*p < . 05

喚起量 レジリエンス 時間的展望

喚起量 - .07 -.10

レジリエンス -      .56**

時間的展望 -

**p < . 01，*p < . 05
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同様に， ノスタ ルジア 喚起 後気分 と，レ ジリエン ス 及び 時間的 展望 との

関 連 を 検 討 す る た め に ， 全 体 と 男 女 別 の 相 関 分 析 を 行 っ た  (Ta b le  5，

Tab l e  6，Ta b le  7)。そ の結果 ，全 体にお け る「 喚起後 気分 」と「レ ジリエ

ンス」との間 には ，弱い 正の相 関 ( r＝ .2 6,p<.0 5)がみら れ ，「時 間的展 望」

と の間に は 中程 度の 正 の相 関 (r＝ .4 1,p<.0 1)がみられた 。男 性にお ける

「喚起後 気分」 は，「レ ジリエ ンス」 と の相関は みられ なかっ たが ，「 時

間 的 展 望 」 と の 間 に は 弱 い 正 の 相 関 (r＝ .3 8,p<.05)が み ら れ た 。 ま た ，

女性にお ける「 喚起後 気分 」と「 レジリ エンス」 との間 には弱 い正 の相

関 (r＝ .3 3,p<.0 1)がみられ ，「時間 的展 望 」との間 には 中 程度の 正の相 関

(r＝ .43,p<.0 1)がみら れた。  

 

Tab l e  5  

全体にお ける喚 起後気 分と ， レジ リエン ス 及び時 間的展 望との 相関  

 

 

Tab l e  6  

男性にお ける喚 起後気 分 と ， レジ リエン ス 及び時 間的展 望との 相関  

 

 

 

喚起後気分 レジリエンス 時間的展望

喚起量後気分 - .26* .41**

レジリエンス - .51**

時間的展望 -

**p < . 01，*p < . 05

喚起後気分 レジリエンス 時間的展望

喚起量後気分 - .21 .38*

レジリエンス -   .49**

時間的展望 -

**p < . 01，*p < . 05
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Tab l e  7  

女性にお ける喚 起後気 分と ， レジ リエン ス 及び時 間的展 望との 相関  

 

 

次に，ノ スタル ジア喚 起量 とノス タルジ ア喚起後 気分が ，レジ リエ ン

ス と 時間 的 展望 を構成 する 因子ご との項 目 にどの ように 関連し てい るか

を検討す るため ，相関 分析を 行っ た (Ta b l e  8)。なお ，「喚 起量」とは SN S

における 項目 1 から項目 4 までの 4 因子 で構成さ れ，「重要 度」は SN S

における 項目 5，「喚起 後気分 」は 独自 で 作成した 1 項目 で構成 され てい

る 。  

 

Tab l e  8  

ノスタル ジア喚 起量及 び喚 起後気 分と各 尺度の相 関  

 

 

Tab l e  8 より， 1 つ目 に，「喚起 量」と 「 重要度」 ( r＝ . 5 7 ,  p<.0 1)，「内省

性 」( r＝ . 42 ,  p<.01)との間に 中程度 の正 の相関が みられ ，「現 在充実 」( r

＝ - . 2 2 ,  p<.05)，「 過去受 容」 ( r＝ - . 3 0 ,  p<.0 1)との間に弱 い負の 相関 がみ

られた 。「喚起 後気分 」，「 関係志 向性 」，「 楽観性 」，「 遂行性 」，「 未来指 向

喚起後気分 レジリエンス 時間的展望

喚起量後気分 - .33* .43**

レジリエンス - .56**

時間的展望 -

**p < . 01，*p < . 05

喚起量 重要度 喚起後気分 関係志向性 内省性 楽観性 遂行性 未来指向性 現在充実 過去受容

喚起量 - .57** -.06 .08    .42**       -.19        .05       -.10       -.22*       -.30**

重要度 -  .06 .14    .28**       -.14 .21*       -.09       -.24*       -.19

喚起後気分 - .04 .04    .34**       .29**        .31**        .32*        .41**

関係志向性 -   .24* .01       .33**        .16        .18 .05

内省性 - -.00       .42**  .21*        .20       -.07

楽観性 -       .31**   .55**       .49**    .33**

遂行性 -   .46**       .34** .08

未来指向性 -       .60**    .36**

現在充実 -    .45**

過去受容 -

**p  < . 01，*p  < . 05
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性」と は相関 がみら れなか った 。2 つ目に ，「 重要度 」と「内 省性 」( r＝ . 2 8 ,  

p<.0 1)，「 遂行性 」 ( r＝ . 2 1 ,  p<.05)との 間に弱い 正の相 関がみ られ ，「 現

在充実 」 ( r＝ - . 2 4 ,  p<.05)との間 に弱 い負 の相関 がみ られ た 。「 喚起後 気

分」，「関 係志向 性」，「 楽観 性」，「 未来指 向性」，「 過去受 容」と は相 関が

みられな かった 。3 つ目に ，「喚 起後 気分 」と「楽観 性」( r＝ . 34 ,  p<.01)，

「遂行性 」( r＝ . 2 9 ,  p<.01)，「未来 指向性 」( r＝ . 3 1 ,  p<.0 1)，「 現在充 実」

(r＝ . 32 ,  p<.05)との間に 弱い正 の相関 ，「 過去受容」 ( r＝ . 4 1 ,  p<.0 1)との

間に中程 度の正 の相関 がみ られた 。「関 係 志向性 」，「内省 性」とは 相関が

みられな かった 。4 つ目に ，「関 係志 向性 」と「内省 性」( r＝ . 24 ,  p<.05)，

「 遂行性」( r＝ . 3 3 ,  p<.0 1)との間 に弱い 正 の相関が みられ たが ，「楽観 性」，

「未来指 向性 」，「現在 充実 」，「過 去受容 」との間 には相 関がみ られ なか

っ た。 5 つ目 に，「内省 性」と「 遂行 性」 (r＝ . 42 ,  p<.01)との間に 中程度

の正の相 関，「 未来指 向性 」( r＝ . 2 1 ,  p<.0 5)との間 に弱い 正の相 関が みら

れ た が ，「 楽観性 」，「現 在充実 」，「 過去受 容」との 間に は相関 がみら れな

か った。6 つ目に ，「楽 観性」と「遂 行性 」 (r＝ . 31 ,  p<.0 1)，「過去受 容」

(r＝ . 33 ,  p<.01)との間に 弱い正 の相関 が みられた うえ ，「未来 指向 性」(r

＝ . 55 ,  p<.01)，「現在 充実 」( r＝ . 4 9 ,  p<.0 1)との間 にも中 程度の 正の 相関

がみられ た。 7 つ目 に，「遂行 性」と「未 来指向性 」 ( r＝ . 4 6 ,  p<.0 1)との

間に中程 度の正 の相関 ，「現 在充実 」( r＝ . 34 ,  p<.01)との間に 弱い正 の相

関がみら れたが ，「過 去受容」との 相関は みられな かった。8 つ 目に ，「未

来指向性 」と「 現在充 実」 ( r＝ . 6 0 ,  p<.0 1)との間 に中程 度の正 の相 関，

「過去受 容」( r＝ . 3 6 ,  p<.0 1)との間に弱 い 正の相関 がみら れた。最 後に，

「現在充 実」と 「過去 受容 」 (r＝ . 4 5 ,  p<.0 1)との間に中 程度の 正の 相関

がみられ た。  
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重回帰分析  

 ノスタルジ ア喚起 量 及び 喚起後 気分が ，レジリ エンス と時間 的展望 に

及ぼす影 響を検 討する ため 重回帰 分析を 行った。 分析を 行う前 に， ノス

タルジア 喚起量 高群と 低群 ，喚起 後気分 ポジティ ブ群と ネガテ ィブ 群，

双方を掛 け合わ せた 計 4 群（ H P 群 ， HN 群， L P 群， L N 群）に 分類し た

(Ta b le  9)。分類方 法は ， SN S 内に ある喚 起量を測 定する 4 項目 の平 均値

4 . 14 を基準 として ，平均 値が 4 . 14 以上 だった調 査参加 者を喚 起量 高群 ，

それ以外 を喚起 量低群 とし た。ま た，独 自に設け た 喚起 後気分 を測 定す

る 1 項目の平均 値 4 . 21 を基準 として ，4 . 2 1 を上回った 調査参 加者を 喚起

後 ポジテ ィブ群 ，それ 以外 を 喚起 後 ネガ ティブ群 とした 。  

 

Tab l e  9  

ノスタル ジア喚 起量及 び喚 起後の 気分の 群分け  

 

 

喚起量高・喚起後ポジティブ群（ HP 群）における重回帰分析  まず，

喚起量高・喚 起後ポ ジテ ィブ群（ H P 群）にてレジ リエン スとの 重回 帰分

析 を 行っ た結果（ Fi g u re  1），「 関係志 向性 」にお いて有 意な影 響がみ られ

なかった（ R 2＝ - . 0 3  ;  喚起量 ;  b＝ - .1 9，S E＝ . 22 ,  β＝ . 1 4 ,  t ( 4 0)＝ . 8 5 ,  p＝ . 4 0  ;  

喚起後気 分 ; b＝ - .0 2，S E＝ 3 5 ,  β＝ - . 01 ,  t ( 4 0)＝ - . 0 7 ,  p＝ .95）。「 内省性 」に

お い て も 有 意 な 影 響 は み ら れ な か っ た （ R 2 ＝ . 0 0  ;  喚 起 量 ;  b＝ - . 1 3， S E

＝ . 20 ,  β＝ - . 11 ,  t ( 40 )＝ - . 63 ,  p＝ 31;喚起後 気分  ;  b＝ . 34， S E＝ . 32 ,  β＝ 18 ,  

t ( 4 0)＝ 1 .0 7 ,  p＝ .29）。「 楽観性 」にお い て，「 喚起量 」での 有意 な影響 は

ポジティブ ネガティブ

高 40名 17名

低 8名 26名

ノスタルジア喚起後気分

ノスタルジア喚起量
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みられな かった が（ R 2＝ . 08  ;  喚起量 ;  b＝ - . 0 4， SE＝ . 1 9 ,  β＝ - . 0 3 ,  t ( 4 0)＝

- . 22 ,  p＝ . 8 3），「 喚起後 気分」では有 意な影 響が予測 された（ 喚起 後気分  ;  

b＝ . 6 6，S E＝ . 3 0 ,  β＝ . 3 5 ,  t ( 4 0)＝ 2 . 19 ,  p＝ . 04）。「遂行 性」におい て 有意 な

影 響 は み ら れ な か っ た （ R 2 ＝ - . 01  ;  喚 起 量  ;  b＝ - . 00， S E＝ . 1 4 ,  β＝ . 0 1 ,  

t ( 4 0)＝ - . 0 3 ,  p＝ . 9 7  ;  喚起後気分 ;  b＝ . 2 5， S E＝ . 2 2 ,  β＝ . 1 9 ,  t ( 40 )＝ 1 .1 5 ,  p

＝ . 26）。  

 同様に ，時 間的展 望との 重回 帰分析 を 行った結 果（ Fi g u re  2），「未来 指

向性」に おいて 有意な 影響 が予測 された が（ R 2＝ . 4 6  ;  喚起量  ;  b＝ . 32，

SE＝ . 2 7 ,  β＝ . 4 2 ,  t ( 40 )＝ 2 .6 1 ,  p＝ . 0 2  ;  喚 起 後 気 分 ;  b＝ . 49， S E＝ . 31 ,  β

＝ . 37 ,  t ( 40 )＝ 2 .0 8 ,  p＝ . 03），「 現在充 実」において は有意 な影響 がみ られ

なかった （ R 2＝ . 0 8  ;  喚起量  ;  b＝ - . 1 6， S E＝ . 2 3 ,  β＝ - . 11 ,  t ( 4 0)＝ - .7 2 ,  p

＝ . 48  ;  喚起後気分 ;  b＝ . 7 2， SE＝ . 3 7 ,  β＝ . 31 ,  t ( 40 )＝ 1 . 9 6 ,  p＝ . 20）。「過去

受容」に おいて ，「 喚起量 」では 有意な 影 響がみら れなか ったが（ R 2＝ . 1 2  ;  

喚 起量  ;  b＝ - .0 3， S E＝ . 2 4 ,  β＝ - .0 2 ,  t ( 40 )＝ - . 1 2 ,  p＝ . 91），「 喚起後 気分 」

で は 有意 な 影響 が予測 され た（ 喚起 後気 分 ;  b＝ . 9 5，SE＝ . 3 8 ,  β＝ . 4 0 ,  t (4 0)

＝ 2 .5 3 ,  p＝ . 0 1）。  

 

Fi gu re  1 .  H P 群におけ るレジ リエン スと の重回帰 分析の 結果  

.14 関係志向性   R
2＝-.03

.01

-.11

喚起量 内省性   R
2＝.00

.18

-.03

35*

喚起後気分 楽観性   R
2
＝.08

       -.00

-19 遂行性   R
2
＝-.01**p  < . 01，*p  < . 05



22 

 

 

Fi gu re  2 .   H P 群におけ る時間 的展望 との 重回帰分 析の結 果  

 

喚起量高・喚起後ネガティブ群（ HN 群）における重回帰分析  喚起

量高・喚 起後ネ ガティ ブ群（ H N 群）にて レジリエ ンスと の重回 帰分 析を

行った結 果（ Fi g u re  3），「関係 志向性 」に おいて有 意な影 響がみ ら れ なか

ったうえ ，（ R 2＝ - .0 2  ;  喚起量 ;  b＝ - . 44， S E＝ . 4 3 ,  β＝ - .2 6 ,  t ( 1 7)＝ -1 . 02 ,  p

＝ . 33 ;  喚起後 気分  ;  b＝ . 5 6， S E＝ . 7 2 ,  β＝ . 20 ,  t ( 17 )＝ . 7 7 ,  p＝ . 45），「内

省 性 」 に お い て も 有 意 な 影 響 は み ら れ な か っ た （ R 2 ＝ - . 01  ;  喚 起 量 ;  b

＝ . 28，S E＝ . 31 ,  β＝ . 2 3 ,  t ( 1 7)＝ . 89 ,  p＝ . 3 9  ;  喚起後気分  ;  b＝ - .3 7，SE＝ . 5 3 ,  

β＝ - . 18 ,  t ( 17 )＝ - . 7 0 ,  p＝ . 5 0）。「楽 観性 」において ，「 喚 起量 」での 有意な

影 響 はみ られな かった が（ R 2＝ . 4 4  ;  喚起 量  ;  b＝ - . 13， S E＝ . 20 ,  β＝ . - 1 3 ,  

t ( 1 7)＝ - . 6 6 ,  p＝ . 52），「喚起 後気 分」では 有意な影 響が予 測され た（ 喚 起

後 気分 ;  b＝ - 1 .1 6， S E＝ . 3 4 ,  β＝ - .6 6 ,  t ( 17 )＝ -3 . 38 ,  p＝ . 0 0）。「遂 行性 」 に

お いて も 有意な 影響が 予測 された （ R 2＝ . 34  ;  喚起量 ;  b＝ - . 3 6， SE＝ . 1 6 ,  

β＝ - . 4 7 ,  t ( 1 7)＝ - 2 .1 8 ,  p＝ . 0 4 ;喚 起 後 気 分 ;  b＝ - .4 3， S E＝ . 2 8 ,  β＝ - . 3 6 ,  

t ( 1 7)＝ -2 . 2 1 ,  p＝ . 0 5）。  

 同様に ，時 間的展 望との 重回 帰分析 を 行った結 果（ Fi g u re  4），「未来 指
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向性」 におい て有意 な影 響が予 測され た （ R 2＝ . 5 3  ;  喚起量  ;  b＝ - 1 . 0 3，

SE＝ . 2 5 ,  β＝ - . 45 ,  t (1 7 )＝ - 2 .2 1 ,  p＝ . 03  ;  喚起後気 分 ;  b＝ -3 . 89， S E＝ 1 .0 8 ,  

β＝ - . 71 ,  t (1 7)＝ - 3 . 6 1 ,  p＝ . 0 0）。「現在 充 実」 にお いて ，「 喚 起量 」 では 有

意 な影響 がみら れなか った が（ R 2＝ . 2 6  ;  喚起量  ;  b＝ . 33，SE＝ . 3 2 ,  β＝ . 24 ,  

t ( 1 7)＝ 1 .0 5 ,  p＝ . 3 1），「喚起 後気分 」では 有意な影 響が予 測され た（ 喚起

後 気分 ;  b＝ - 1 .4 8， S E＝ . 5 4 ,  β＝ - .6 2 ,  t ( 17 )＝ -2 . 75 ,  p＝ . 0 1）。「過 去受容 」

において ，「 喚起量 」で は有意 な影響 が みられな かった が（ R 2＝ . 41  ;  喚

起 量  ;  b＝ - . 0 8， SE＝ . 3 3 ,  β＝ . - . 05 ,  t ( 1 7)＝ . 2 5 ,  p＝ . 8 1），「 喚起 後気分 」 で

は 有意な 影響 が 予測 さ れた（ 喚起 後気分 ;  b＝ - 1 .8 9，S E＝ . 56 ,  β＝ - .6 8 ,  t (1 7)

＝ -3 . 39 ,  p＝ . 0 0）。  

 

 

Fi gu re  3 .   HN 群にお けるレ ジリエ ンスと の重回帰 分析の 結果  
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Fi gu re  4 .   HN 群にお ける時 間的展 望との 重回帰分 析の結 果  

 

喚起量低・喚起後ポジティブ群（ L P 群）における重回帰分析  喚起量

低・喚起 後ポジ ティブ 群（ L P 群）にてレ ジリエン スとの 重回帰 分析 を行

った結果（ Fi g u re  5），「関係 志向性 」（ R 2＝ - . 11  ;  喚起量  ;  b＝ - . 4 4，S E＝ . 4 4 ,  

β＝ - . 41 ,  t (8 )＝ - 1 . 01 ,  p＝ . 36  ;  喚起後 気分 ;  b＝ - . 3 4， SE＝ . 9 2 ,  β＝ - .1 5 ,  t ( 8 )

＝ - . 3 7 ,  p＝ . 72），「内 省性 」（ R 2＝ - . 11  ;  喚起量  ;  b＝ - . 30，S E＝ . 41 ,  β＝ - .2 9 ,  

t ( 8 )＝ - .7 3 ,  p＝ . 5 0  ;  喚 起 後 気 分 ;  b＝ . 8 5， S E＝ . 8 6 ,  β＝ . 4 0 ,  t ( 8 )＝ . 9 9 ,  p

＝ . 37），「楽 観性 」（ R 2＝ - .2 8  ;  喚起量  ;  b＝ - . 2 9， SE＝ . 4 7 ,  β＝ - .2 7 ,  t ( 8 )＝

- . 62 ,  p＝ . 5 7  ;  喚起後気 分 ;  b＝ . 42， S E＝ . 97 ,  β＝ . 1 9 ,  t ( 8 )＝ . 4 4 ,  p＝ . 6 8），

「遂行性 」（ R 2＝ - .0 5  ;  喚起量  ;  b＝ - . 23， S E＝ . 3 8  ,  β＝ - . 24 ,  t (8 )＝ - . 61 ,  p

＝ . 57  ;  喚起 後気分 ;  b＝ . 9 7， SE＝ . 7 9 ,  β＝ . 4 8 ,  t (8 )＝ 1 . 2 2 ,  p＝ . 2 8）と，ど

の 要因 で も 有意 な影響 はみ られな かった 。  

同様に ，時間 的展望 との重 回帰分 析を 行 った結果（ Fi g u re  6），「 未来指

向性」（ R 2＝ - .3 7  ;  喚起量  ;  b＝ - .5 6，S E＝ 1 .7 5 ,  β＝ - . 1 4 ,  t ( 8 )＝ - . 32 ,  p＝ . 7 6  ;  

喚起後気 分 ;  b＝ . 3 4， S E＝ 3 . 6 6 ,  β＝ . 0 4 ,  t ( 8 )＝ . 09 ,  p＝ . 9 3），「 現在充 実」

（ R 2＝ . 11  ;  喚起量  ;  b＝ - .4 8， S E＝ . 3 9 ,  β＝ - . 4 4 ,  t (8 )＝ - 1 .2 2 ,  p＝ . 2 8  ;  喚

起 後気分 ;  b＝ - . 78，S E＝ . 8 2 ,  β＝ - . 34 ,  t ( 8 )＝ - . 9 5 ,  p＝ . 39），「 過去受 容」（ R 2
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＝ - . 1 5  ;  喚起量  ;  b＝ . 10， S E＝ . 31 ,  β＝ . 1 4 ,  t ( 8 )＝ . 33 ,  p＝ . 75  ;  喚起後気

分 ;  b＝ - . 6 7， SE＝ . 6 4 ,  β＝ - . 4 3 ,  t ( 8 )＝ - 1 .0 4 ,  p＝ . 35）と， どの 要 因 でも 有

意な影響 はみら れなか った 。  

 

 

Fi gu re  5 .   L P 群 におけ るレジ リエン スと の重回帰 分析の 結果  

 

 

Fi gu re  6 .   L P 群 におけ る時間 的展望 との 重回帰分 析の結 果  
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喚起量低・喚起後ネガティブ群（ LN 群）における重回帰分析   喚起

量低・喚起 後ネガ ティブ 群（ LN 群）にて レジリエ ンスと の重回 帰分 析を

行った結 果（ Fi g u re  7），「関係 志向性 」に おいて有 意な影 響はみ られ なか

っ た（ R 2＝ - . 0 7  ;  喚起量  ;  b＝ . 1 3， SE＝ . 25 ,  β＝ . 11 ,  t ( 2 6)＝ . 54 ,  p＝ . 6 0  ;  

喚起後気 分 ;  b＝ . 01，SE＝ . 5 5 ,  β＝ . 00 ,  t (2 6 )＝ . 0 2 ,  p＝ . 99）。「内省性」にお

いても有 意な影 響はみ られ なかっ た（ R 2＝ - . 0 6  ;  喚起量  ;  b＝ . 17，SE＝ . 2 2 ,  

β＝ - . 16 ,  t ( 26 )＝ - . 78 ,  p＝ . 4 4  ;  喚起後気分 ;  b＝ . 0 1， SE＝ . 55 ,  β＝ . 0 0 ,  t ( 26 )

＝ - . 2 8 ,  p＝ . 78）。「楽 観性」におい て，「喚 起量」で は有意 な影 響が予 測さ

れ た が （ R 2 ＝ . 1 8  ;  喚 起 量  ;  b＝ - . 4 6， SE＝ . 1 7 ,  β＝ - . 4 8 ,  t ( 2 6)＝ - 2 . 6 6 ,  p

＝ . 01），「喚起 後気分 」では有 意な影 響は みられな かった（ 喚起後 気分 ;  b

＝ . 14， S E＝ . 3 9 ,  β＝ . 0 6 ,  t (2 6)＝ - . 28 ,  p＝ . 7 8）。「遂行 性 」にお いて は ，「 喚

起量」で は有 意な影 響はみ られず（ R 2＝ - . 07  ;  喚起量  ;  b＝ - . 04，S E＝ . 12 ,  

β＝ - . 06 ,  t ( 26 )＝ - . 2 9 ,  p＝ . 7 8）「喚起 後気 分 」におい ても 同 じく有 意 な影 響

はみ られ なか っ た （ 喚起 後気 分 ;  b＝ . 1 3， S E＝ . 2 8 ,  β＝ . 1 0 ,  t ( 2 6)＝ . 4 7 ,  p

＝ . 65）。  

 同様に ，時 間的展 望との 重回 帰分析 を 行った結 果（ Fi g u re  8），「未来 指

向性」に おいて ，「 喚起量 」では 有意な 影 響がみら れなか ったが（ R 2＝ . 0 7  ;  

喚 起量  ;  b＝ . 15， S E＝ . 44 ,  β＝ . 0 7 ,  t ( 2 6)＝ . 35 ,  p＝ 7 3），「喚起 後気 分」 で

は 有意な 影響 が 予測 さ れた（ 喚起 後気分 ;  b＝ - 1 .9 0，S E＝ . 97 ,  β＝ - .3 8 ,  t (2 6)

＝ -1 . 95 ,  p＝ . 0 4）。「現在 充実」 におい て ，「喚起量 」で 有 意な影 響が予 測

さ れ（ R 2＝ . 3 2  ;  喚起量  ;  b＝ - . 4 0，SE＝ . 1 5 ,  β＝ - . 4 4 ,  t ( 2 6)＝ -2 . 68 ,  p＝ . 0 1），

「喚起後 気分 」にお いても 同じく 有意な 影響が予 測され た。（喚 起後気 分 ;  

b＝ - . 79，S E＝ . 3 3 ,  β＝ - . 3 9 ,  t ( 2 6)＝ -2 . 3 6 ,  p＝ . 03）。「過去 受容」に おいて ，

「喚起量 」では 有意な 影響 がみら れなか ったが（ R 2＝ . 0 8  ;  喚起量  ;  b＝

- . 08，S E＝ . 2 1 ,  β＝ - . 0 7 ,  t ( 2 6)＝ - . 3 6 ,  p＝ . 73），「 喚起後 気分」で は 有意 な影
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響 が予測 された （ 喚起 後気 分 ;  b＝ - .9 3， S E＝ . 4 7 ,  β＝ - . 38 ,  t ( 2 6)＝ -1 . 9 6 ,  p

＝ . 05）。  

 

 

Fi gu re  7 .  LN 群におけ るレジ リエン ス との重回 帰分析 の結果  

 

 

Fi gu re  8 .   LN 群にお ける時 間的展 望との 重回帰分 析の結 果  
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考察  

 

 本研究 では， 大学生 の日 常にお けるノ スタルジ ア喚起 量と喚 起後 気分

が，レジ リエン ス及び 時間 的展望 （特に 未来展望 ）のそ れぞれ と関 連す

るのかに ついて 検討し た。  

 

相関分析  

 全体・男性・女性におけるノスタルジア喚起量と，レジリエンス及び

時間的展望との相関  全体・男 性・女性 の全てに おいて「 喚起量」と「レ

ジリエン ス」の 間には 相関が みられ ず，「 時間的展 望」と の間に は女性 を

除き弱い 負の相 関がみ られ るとい う結果 になった 。「レジ リエン ス」につ

い て ， 問 題 部 分 で 触 れ た ス ト レ ス に 対 す る コ ー ピ ン グ と し て 機 能 す る

(Ba tc ho ,  2 01 3)と い う 知 見 や ， レ ジ リ エ ン ス と ノ ス タ ル ジ ア に 関 す る  

Zh o u ,  Se d i k ide s ,  Wi l d sch u t ,  &  G ao（ 2 0 08）の研究 から ， 喚起量 とレ ジリ

エンスに は相関 がみら れる という 仮説立 てをして いたが 予想外 の結 果と

なっ た 。 Z ho u  e t  a l .での 研究 は 孤独 感と いう 媒 介要 因あ り きで 実 験が な

されてお り， 本 研究の よう に 喚起 量のみ を考慮し た 内容 ではな かっ たた

め，相 関が得 られな かっ たのだ と考え ら れる。「時 間的展 望」につ いては ，

喚起量が 多けれ ば多い ほど 正の影 響を与 えると仮 説立て をした が， 本研

究 では 5％水準 で有意 差が 得られ ， 負の 影響を与 えると いう逆 説的 な現

象がみら れた。 このよ うな 結果に なった 理由とし て，時 間的展 望と ノス

タルジア の関連 で述べ た C h eu n g ,  Wi l d sch u t ,  Se d i k ide s ,  He p pe r ,  Ar u d t ,  &  

Vin ge rh oe s t  （ 20 1 3） の研 究や 長 峯・ 外山 （ 2 01 9）の研 究は ，「 未来 」に

関しての み を検 討して いた が ， 本 研究で 使用した 時間的 展望体 験尺 度に

は「現在 」と「 過去」 に関 する質 問項目 が含まれ ていた ため差 異が 生じ
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たと推測 される 。また ，今 回行っ た相関 分析は喚 起量の 高低 が 与え る 影

響のみを 検討し たもの で あ り， 調 査参加 者自身が 喚起 し たノス タル ジア

の 内容や その後 の気分 を 考 慮して いなか ったこと も要因 の 1 つとし て挙

げられる 。なお ，正の 相関 ではな く負の 相関 がみ られた 理由は ，の ちほ

ど重回帰 分析の 考察部 分で 詳細に 述べる 。  

補足的な 検討と なるが ，「レジ リエン ス」と「時 間的展 望」に関し ては，

全体・男 性・女 性 の全 てに おいて 1％水 準で有意 差が得 られ， 正の 影響

を与えて いるこ とが判 明し た。 つ まり， レジリエ ンスが 高けれ ば高 いほ

ど，過去 ・現在 ・未来 に対 して肯 定的な 態度を示 してい るとい うこ とに

な る。 こ の結果 は ， 勝 俣（ 1 9 9 5）が構造 化したリ ボンモ デルに 加え ， 青

年期にお ける時 間的展 望と レジリ エンス との関連 を検討 した大 石・ 岡本

（ 2 00 9）の研究 結果を 支持 するも の とな った。個 人のレ ジリエ ンス 能力

を高める ことで ，過去 への 受容が 出来た り，現在 への充 実感が 得ら れた

り，未来 への希 望が高 まっ たりと プラス な効果が 現れる と結論 付け られ

るであろ う。  

 

 全体・男性・女性におけるノスタルジア喚起後気分と，レジリエンス

及び時間的展望との相関  全体・女性 に おいて「喚 起後気 分」と「レジ

リエンス 」に相 関がみ られ ，男性 におい ては相関 がみら れなか った 。ま

た，「 時間 的展望 」との 間には 全体・男性・女性の全て におい て相関 がみ

られると いう結 果にな った 。「レジ リエン ス」に ついて ，男性を 除き 5％

水準で有 意差が 得られ ，正 の影響 を与え ているこ とが分 かった 。こ の結

果は，喚 起後気 分がポ ジテ ィブに なれば なるほど レジリ エンス も高 くな

るという ことを 示して おり ，仮説 を一部 支持した 。冒頭 の問題 部分 で述

べたよう に，ノ スタル ジア が持つ 4 つの 適応的機 能の 中 には「 ポジ ティ
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ブ感情」 が含ま れてい るた め，懐 かしい 経験 の想 起 によ り立ち 直り や自

己への見 直しに 繋がっ たの だと考 察でき る。 女性 では得 られた 有意 差が

男 性 で は 得 ら れ な か っ た 理 由 と し て は ， 各 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差

（ Ta b le  1） に呈 示さ れた 「 喚起量 」と「 重要度」 の平均 値，そ して 「レ

ジリエン ス」の 総合的 な平 均値 が 男性よ りも女性 の方が 高くな って いる

ためでは ないか と考え られ る。 ま た，浅 沼（ 2 0 12）の見 解で， 女性 にお

いては受 容経験 の及ぼ す影 響が大 きいと されてい ること ，女性 の方 が思

い出に浸 りやす い傾向 があ る こと から， そもそも 女性の 方がノ スタ ルジ

アに関す る影響 が全般 的に 高い可 能性が ある。「時 間的展 望」につ いては ，

全体・女 性にお いて 1％水 準，男 性にお いて 5％水準 で有意 差が得 られ ，

正の影響 を与え ている こと が判明 した。 つまり， 喚起後 気分が ポジ ティ

ブになれ ばなる ほど時 間的 展望も 高くな るという ことで ある。 仮説 の部

分では未 来展望 のみを 言及 してい たが， 過去・現 在・未 来とい う側 面か

ら影響が みられ たとい うこ とは新 たな知 見の獲得 といえ るだろ う。  

 

ノスタルジア喚起量及び喚起後気分と各尺度の相関  ま ず ，「 ノ ス タ

ルジア喚 起量 」と 各下位 尺度 との相 関を みてみる と（ Ta b le  8），「重 要度」

との間に 中程度 の正の 相関 ，「 現在充 実」と「過去 受容 」との 間に弱 い負

の相関が みられ た。ノ スタ ルジア 喚起量 が 「重要 度 」 に 正の影 響を 与え

ていると いうこ とは， 喚起 量が多 ければ 多いほど ，個人 にとっ て懐 かし

い 出来事 を思い 出すこ とが 重要で あると いうこと になる 。逆を 返せ ば，

ノスタル ジアの 想起 が 重要 でなけ ればな い人ほど ，喚起 量が少 なく なる

という事 実は至 極当然 のよ うにも 思える 。「現 在充 実」と「過去 受容 」と

の間に負 の相関 がみら れた のは， 後 述す る重回帰 分析で も考察 され てい

るように ，喚起 量単体 の影 響では なく想 起したノ スタル ジア自 体の 内容
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や，喚起 後の気 分とい う他 要因に よって 得られた 結果で あると 考え られ

る。次に ，「ノス タルジ ア重要 度 」は「内 省性」と「遂 行性」という レジ

リエンス の下位 尺度と の間 に弱い 正の相 関がみら れ，喚起量 と同 様に「現

在充実」 との間 に弱い 負の 相関が みられ た。自分 を見つ めなお す行 為や

原因を探 る行為 は過去 を振 り返る ことそ のもので あり， 諦めず に挑 戦す

る精神や 実行力 は過去 の成 功体験 から得 られてい る可能 性が高 いた め，

ノスタル ジア想 起の 重 要度 に影 響 を与え ているの だと考 えられ る。 そし

て，「 ノスタ ルジア 喚起後 気分」は「楽 観 性」，「遂 行性 」，「未来 指向性 」，

「現在充 実」と の間に 弱い正 の相関 ，「 過 去受容」との間 に中程 度の正 の

相関がみ られた 。 喚起 後ポ ジティ ブにな る人ほど ， 楽観 的に物 事を 考え

られる度 合いが 高くな る こ とが伺 える。 また，喚 起後気 分は時 間的 展望

全般にも 正の影 響を与 えて いるこ とから ，ポジテ ィブに なれば なる 人ほ

ど，過去 ・現在 ・未来 を通 して肯 定的な 態度を示 してい ること にな り，

前述した 相関分 析でも 取り 上げた C h e un g  e t  a l .の研究 （ 2 0 13）を 支持す

る結果と なった 。  

また，補 足的 な検討 となる が，「レジ リエ ンス」の 下位 尺度で ある「 関

係志向性 」，「内 省性 」，「楽 観性 」，「遂行 性」は同 尺度 内 の因子 それ ぞれ

に正の影 響を与 えてい る場 合が多 く，「時 間的展望 」と もおお むね有 意差

が得られ ている 。中で も「 楽観性 」は「 時間的展 望」全 般への 影響 が強

く，先行 研究の 知見を 大いに 支持す るも のとなっ た。「時間 的展望」の下

位尺度で ある「 未来指 向性 」，「現 在充実 」，「過去 受容」 も同様 に相 互作

用が働い ており ，過去 ・現 在・未 来は切 り離され たもの ではな く一 貫性

を持った 概念だ という リ ボ ンモデ ルに強 く当ては まった 結果で ある とい

え る。  
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重回帰分析  

 H P 群・ H N 群・ L P 群・ L N 群におけるレジリエンスとの重回帰分析  

ま ず H P 群 に 関し て ，「喚起 後気 分」は 「 楽観性」 におい て 5％ 水準で 有

意な正の 影響が 予測さ れ ，それ 以外で の 有意な影 響は予 測され なか った 。

ポジティ ブな気 分にな るノ スタル ジアを 思い出す 頻度が 高くな る故 に，

楽観性向 上に繋 がって いる のだと 考えら れる。し かしな がら， 関係 志向

性 や 内 省 性 へ の 影 響 は み ら れ ず ， Sed i k i de s ,  Wi l ds ch u t ,  Gae r t mer,  

R ou t le d ge ,  &  A rn d t（ 2 00 8）が述べ た「社 会的絆の 強化」 や「人 生への 意

味付け」 に相当 する要 因と の関連 が得ら れなかっ たこと は仮説 に反 する

結果とな った。次に HN 群に関 して ，「喚 起量」は「 楽観性 」にお いて 1％

水準で有 意な負 の影響 が予 測され ，「 遂行 性」にお いても 5％ 水準で 有意

な負の影 響が予 測され た。また ，「 喚起後 気分」は「遂 行性 」にお いて 5％

水準で有 意な負 の影響 が予 測され た。 こ れらの結 果を合 わせて 考察 する

と，ネ ガティ ブな気 分に なるノ スタル ジ アの喚起 量が多 ければ 多い ほど ，

楽観性や 遂行性 は下が って いくと いうこ とである 。「 楽観性 」に おいて ，

HP 群とは 結果が 正反対 にな ってい ること から，想 起した ノス タルジ アの

内容によ って湧 き上が る感 情がそ の後の 要因に影 響を与 えてい るこ とが

理解でき る。L P 群で は，ど の要因 でも有 意な影響 はみ ら れなか った。こ

のような 結果に なった 理由 として は，H P 群が 4 0 名，HN 群が 1 7 名，LN

群 が 2 6 名と人 数が分 かれる 中， L P 群 の み 8 名と少 ないデ ータ量 とな っ

たことが 要因の 1 つ として 挙げら れる。 また，そ もそも 喚起量 が少 ない

ため，他 要因に 影響を 与え る機会 自体が 少ない故 に数値 として 現れ なか

った可能 性も考 えられ る。最後 に LN 群に 関して ，「喚起 量」は「楽観 性」

に おいて 1％水 準で有 意な 負の影 響が予 測された が，そ れ以外 での 有意

な影響は 予測さ れなか った 。「 遂行性 」に 関する影 響を除 けば ， HN 群と
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同様の影 響が予 測され たこ とにな る。「 楽 観性」に おいて，H N 群では - . 66

という数 値が算 出され てい たが LN 群で は - . 48 と若 干では あるが 減少し

ているこ とから も，喚 起量 によっ てネガ ティブな 気持ち になる 頻度 の差

異によっ て影響 が変化 する ことが 判明し たといえ る。  

総合的に みて ，ノ スタル ジア喚 起量の 高 低，喚 起後気 分の ポジテ ィブ・

ネガティ ブはレ ジリエ ンス との関 連がさ ほど得ら れなか った。 しか し，

先行研究 でも扱 われて いた 「楽観 性」と の関連が 多く見 受けら れた こと

から，懐 かしい 出来事 を思 い出す こと は 何事も前 向きに とらえ る助 長と

なる可能 性があ るとい える 。  

 

HP 群・H N 群・ LP 群・ LN 群における時間的展望との重回帰分析  ま

ず H P 群に 関して ，「 喚起量 」は 「未来 指 向性」に おい て 5％水 準で有 意

な正の影 響が予 測され た 。「喚起後 気分」は「未来指 向性」に おいて 5％

水準で有 意な正 の影響 ，「過去 受容」にお いては 1％水 準で有 意な正 の影

響が予測 された 。 つま り， ポジテ ィブな 気分にな るノス タルジ ア喚 起量

が高けれ ば高い ほど， 未来 に対し て希望 を持ち肯 定的な 態度に なる とい

うことで ある。 この結 果は 大石・ 岡本の 研究（ 2 0 0 9）に加え， 長峯 ・外

山 （ 2 0 19）の， ノスタ ルジ アを経 験した 実験参加 者が， そうで ない 実験

参加者よ りも未 来に対 して ポジテ ィブな 感情を抱 いてお り，ネ ガテ ィブ

な感情を 抱いて いなか った という 知見を 支持する ものと なった 。次に H N

群に関し て，「 喚起量」は「未来 指向性」において 5％ 水準で 有意な 負の

影響が予 測され た。ま た，「喚起 後気分 」は「未来 指向性 」，「現 在充実 」，

「過去受 容」と 全ての 要因に 1％ 水準で 有意な負 の影響 が予測 され た。

喚起量に ついては H P 群と は正反 対の結 果になり ，喚起 後気分 は時 間的

展望の全 般に強 い負の 影響 を与え ている ことが判 明した 。「あ の頃は 良か
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った」「あの 時の大 事な人 はもう いない 」というよ うに，ネガテ ィブな 気

分になる ノスタ ルジア や戻 れない 過去を 多く思い 出すこ とで， 未来 に対

しての希 望が薄 れてし まう ためで あると 考えられ る。ま た，現 在が 充実

していな いが故 に過去 の記 憶に縋 ったり ，嫌な思 い出を 自分の 中で ずっ

と引きず り過去 を否定 して しまっ たりと ， 負の感 情は他 要因に 大き く影

響を与え てしま う場合 もあ るため ，ノス タルジア 喚起が 多けれ ば多 いほ

ど人間に とって 良い影 響が 得られ るわけ ではない のだと も考察 でき る。

LP 群で は，レジ リエ ンスと の重回 帰分析 と同様 に どの要 因でも 有意 な影

響はみら れなか った。 最後 に L N 群に関 して，「喚起 量」は 「現 在充実 」

に おいて 1％ 水準で 有意な 負の影 響が予 測され ，「 喚起 後気分 」は「未 来

指向性」と「過去 受容」に おいて 5％ 水準 で有意な 負の影 響，「現在 充実」

にお い ては 1％ 水準 で 有意 な 負の 影 響が 予測 さ れた 。 HN 群 と同 じ よう

に，喚起 後気分 が時間 的展 望全般 に負の 影響を与 えてい ること を考 慮す

ると，や はりネ ガティ ブな 気分に なるノ スタルジ アを思 い出す こと は，

各時制に 否定的 な態度 を生 み出す 原因に なりかね ないと 結論付 けら れる 。

ま た，HN 群が未 来指向 性，現在 充実，過 去 受容に与 える影 響が順 に - . 71，

- . 62， - . 68 という数 値であ った のに対 し，LN 群は - .3 8， - . 3 9， - . 38 と減少

している ことか ら，喚 起量 が高け れば高 いほど影 響が強 くなる のだ とい

う こと も 判明し た。  

ノスタル ジア喚 起量が 時間 的展望 に与え る影響は 見受け られた が， 喚

起量より も喚起 後気分 のポ ジティ ブ・ネ ガティブ が他要 因に及 ぼす 影響

の方が多 く得ら れた。 相関 分析の 際に喚 起量 と時 間的展 望 との 間に 負の

相 関が み られた のは， ポジ ティブ な気分 よりもネ ガティ ブな気 分に なる

場合の影 響度合 いが多 かっ たため である と考えら れる。 この傾 向は 群分

けをして 判明し た結果 であ り，新 たな知 見獲得と いえる 。  
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総合考察   

こ れ ま で 述 べ て き た と お り ， ノ ス タ ル ジ ア 喚 起 量 及 び 喚 起 後 気 分 は ，

レジリエ ンスや 時間的 展望 と一部 関連が あるとい う結果 が得ら れた 。個

人のノス タルジ ア喚起 量も 然りで あるが ，それ以 上にノ スタル ジア 喚起

後にどの ような 気分に なる かとい うこと が，他要 因への 影響を 左右 して

いるよう に思わ れる。 過去 の懐か しい出 来事を思 い出す ことは ，あ る人

にとって は立ち 直りや 自己 理解に 繋がり ， 過去・ 現在・ 未来と 一貫 して

肯定的な 態度を 持つこ とが 出来る 一方， 過去にあ まり良 い思い を抱 いて

おらず， 元々抑 うつ傾 向の 高い人 はかえ って否定 的な態 度が生 まれ てし

まうのか もしれ ない。  

本調査の 問題点 ，そし て今 後の課 題とし て挙げら れるのは 3 つあ る 。

1 つ 目は， SN S 尺度 日本語 版が作 成され てから日 が浅く ，未だ ノス タル

ジア喚起 量に対 しての 各研 究が少 ないた め仮説が 短絡的 になっ てし まっ

たことで ある。 海外で は盛 んなノ スタル ジア研究 である が， 今 後国 内で

もノスタ ルジア 喚起量 につ いての 研究が 増え たり ，新た な尺度 が作 成さ

れたりす ること に よっ てよ り精密 に測れ るように なる可 能性は 大い にあ

る 。 2 つ目は， 個人 を 統制 しきれ ていな い部分が 存在し たこと であ る。

元々明る く社交 的な人 ，トラウ マがあ り 閉鎖的に なって しまっ た人 など ，

「性格」 に関す る要因 を考 慮して いなか ったため ， 仮説 どおり に結 果が

得られな かった 箇所が 出て きたの だと思 う。 自己 肯定感 の高低 や抑 うつ

傾向を事 前に調 査し反 映す ること で，今 回とはま た異な った結 果が 得ら

れる可能 性が高 い。 3 つ目 は， 調 査参加 者の 年齢 の ばら つき で ある 。本

調査の年 齢の内 訳とし ては 2 1 歳と 2 2 歳 が大多数 を占め ており ，大学 3，

4 年 生に相 当 してい る。 1 9 歳や 2 0 歳と いった大 学 1， 2 年生の 調査参 加

者の数が 少ない ため ，「 大学生 におけ る」という括 りでい くと少 々偏 りが
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あるよう にも思 われる 。大 学に入 りたて の頃と， 就職や 大学院 入試 等の

将来を考 える機 会の多 い頃 では， ノスタ ルジアに 対する 思いに 差異 があ

ると考え られる ため， 今後 調査を する場 合は年齢 の分布 が同程 度に なる

ことが望 ましい 。  

とはいえ ， 本調 査によ って ノスタ ルジア に関する 先行研 究との 一致 や

新たな側 面が得 られた こと は，ノ スタル ジア研究 の些細 な助成 とな った

ように思 う。ノ スタル ジア 喚起量 や喚起 後気分の みなら ず，ノ スタ ルジ

アの内容 自体や どのよ うな 際に喚 起され やすいか などを 今後さ らに 深く

掘り下げ ていく ことで ，複 合的で 難解と いえど身 近で大 切な， ノス タル

ジア感情 の解明 につな がっ ていく であろ う。  
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